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『
中
国
の
赤い
星』
再
読

た九日ぽ吋
ざし
た
新しい
中
国
を
「
釘
闘のユ
ー
ト
ピ
ア」
と
表
現し

ル
ト・
モ
ラピ
ア
で
ある。
中
国
本
命
とは、
あ
く
まで
も

4
R的に
発一位
さ
れ、
中
図
的に
実
行
さ
れ、
世
界の
どこ
こ
も
E
F、

ま
式
世
界の
とこ
に
もモ
デル
と
し
て
は
係
用
き
れ
ない
中酌
独削引刑
法

の
あま
りに
も
巨
大な
突
践だっ
た。

また
中
肉革
命
を
特
徴づ
けた
もの
は、
－

た 。
西
北
の

露
地 、
侠
西
省
延
安
で
一
九ト……りは一改
装

さ
だ
っ

郡山一
諸
説
砂川
野
純九
九
初
期間

は
AU
当日huuuれれ
われ
れは
説け

世
1

4人的な
窓
殺を
持た
し
め
た
と
もい
えるの
で
ある。

z
トカ
l・
ス
jー
は
『中
閣の
赤
い
日告
（筑
修
終
mmu
－般向
洋
子

双）
の
なか
でつ
きの
よ
う
なエ
ピ
ソ
ー
ド
を
料
介し
て
い
る。

心配
的けどわれい川れれれ
が
は問11M
M

川町川
町
民しりわい
訪
問μ
肱川
閉山

な
る
と、
彼は
釈
欣
さ
れ、
雲
市川
府まで
の
旅
山川を
与
えられ
た。
多くの

目。』1111111111”1111’11111””’””111111111110’11111111111111111’Ill”II”t””’II’111111’1111111111111’111111111111111111111111111111’ 

五
六
日
は
四
川
省
北
部で
ま
とめ
て
消
政
さ
れ、
行
軍
中の
休
息は
四
四
日

の
み
だっ
た。
換
算
する
と、
一
八
二
キロ
メ
ー
ト
ル
の
行
慨に
つ
き一
日

の
休
息を
と
り、
一
日
平
均の
速度は
三
八
キロ
メ
ー
トル
と
い
う
非
機
械

化の
大
軍と
し
て
は
鰐
典
的な
もの
だっ
た。
こ
の
間に
紅
都は一
人
の
山

脈を
超
えた。
その
う
ちの
五つ
は
年中
雪
をい
た
だい
て
い
た。
ま
た
二

四の
河を
渡り、
二
億
以
上の
人の
住
む一
二
の
省
を
通
過し、
ムハ
ニ
の
街

を
占
領し、
十
人の
軍
聞の
寧
と
峨い、
こ
れ
を
打
ち
負か
し
た
の
で
あ
る。

ス
ノ
ー
は
記し
て
い
る。

「紅
事の
西
北へ
の
行
軍は
疑い
も
な
く
戦
略
的な
退
却で
あ
り、
それ
は

地
域
別の
決
定
的
敗
北に
よ
り
余
儀な
く
さ
れ
た
の
で
あっ
た
が、
つ
い
に

目
的
地に
到
述し
た
時に
は、
中
絞は
以
前の
ま
まで
あ
り、
ま
た
士
気
と

政
治
的
決
意
も
変
ら
ぬ
強
きで
あっ
た。」
「
あ
る
窓
味で
は、
こ
の
集
団
移

住は
史
上
級
大の
武
装
立
伝
旅
行で
あっ
た。」

こ
の
最
後のパ
ラ
グ
ラフ
は、
毛
沢
東い
う
とこ
ろの
「長
征
とは
革
命

の
た
め
の
積
ま
き
俊だっ
た」
に
照
応し
て
い
る。

だ
が
「長
征」
に
は、
ス
ノ
ー
や
毛の
楽
観
的
表
現の
み
で
充
足
し
ない

側
面
も
大い
に
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る。
「長
征」
は
滞
介石の
数
次
に

わ
た
る
包凶
攻
師事
（四
剃）
に
よっ
て
首
都・
端
金
を
も
姶て
ざ
る
を
得な

，， 

関川夏央

人び
と
が
驚い
た
こ
とに
ボ
スハ
レ
ト
H

せ
ず、
逆に
『共
産
主
義者
た
ちげん
ど均一一
M 一
川悦っ
小て
殆ん
ど
議

い
た
な
ら、
設も
逃
げだし

も
6
カも
し
良
民が
知っ
て

は
し
ないだ
ろ
う』
と
言っ
た
とい
わ
れ
る。」

ス
ノ
ー
は
一
九三
六
年六
月、
宋
広町の
援助で、
あ
る
未
知の
大
学
教

♂
ら
毛
沢
東
あて
の
「
限
釘イン
ク
で
許い
て
くれ
た」
紹
介
状を
ど

し
単
身
ベ紅
鹿」
と
接
触
を
試み
た。
お
りし
も
紅
取は
前
年の一
O
月

JA
ー「H
E」
を
終
え、
延
安に
仮
処一地
を
建
設
中
だっ
た。

？l
t
j

地
で 、
毛
沢
東 、
朱
徳 、
周
恩
来、
川町
古
（
楽
邦
怨
）
れ
とiLI
し‘ lれh

mA4と
生
活
をつ
ぶ
さ
に
見
聞し、
さ
らに
世
芥
史上
もっ
と
も
図
維な
旅

はり一日
サっ
た
「長
征」

主
験
者の口
か
ら町
接
聞
きだ
し
て
記
録

《14L04LF
一
九
三
四
年一
O
月一
六
日
江西
省
東
南
端の
中
務ソビエ
ト
共
和
国
首

相仰を
出
発し
た
紅
軍は
約一
万
キロ
を
移
動し、
ま
る一
年
後の
三五
年一

勾に刊日十リト川町山政均
兆一一九山川辺
Jrkh

抱聞し
て
史
上
汲
大の
行
軍を
終
えるこ
とこ

W
Z
「長
征」
完
了
時に
は
こ万
を
数
え
れ吋ハれい川切
な
発し
た
紅

，
紅
取は
三
六八
日間の
行
程の
二
三八
日
を昨日間引一引
率一一、
一
八
日を

71
川
行
軍に
烈し、
一
O
O目
安』
休
息に
使っ
た。
し
か
し
休
息の
う
ちの

34 

く
なっ
た
か
ら
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
り、
客
観
的に
み
れ
ば
その
行
程は
敗

走に
つ
ぐ
敗
走だっ
た。
その
窓
味で
は
「長
征」
よ
り
も
「ロ
ン
グ・
マ

ー
チ
（
長
行
軍）」
の
方が
史
実の
呼
称
と
し
て
は
よ
り
巡
切で
あ
る。

毛
沢
東の
楽
側
主
義は
毛
沢
東
恩
似の
柏村
質の
ひ
とつ
で
あ
り、
中
悶
革

命
とい
う
気の
と
お
くな
る
よ
う
な
大
事
業の
突
効
的
確
引
力
と
も
なっ
た

の
だ
が、
それ
は
さ
らに
別の
側
而で
影
将
カを
発
削押し、
後
年の
中
国の

行
くべ
き
方
向を
岡山町
させ
る
結
果に
も
なっ
た。

中
的
問削
雄
氏はつ
ぎの
よ
うに
述べ
て
い
る。

「『ひ
とつ
の
火
花
も
広
野を
鋭
きつ
く
すこ
と
が
で
き
る』
と
い
う
彼
の

信
念は、
あ
る
意
味で
徹
底した
敗
北と
控
折の
務
板に
おい
て
自
覚さ
れ

た
オ
プ
ティ
ミズ
ム
で
あ
り、
こ
の
よ
う
な
自
覚
的オ
プ
ティ
ミ
ズ
ム
に
支

え
られ
てこ
そ、
毛
沢
東
は
やが
て
革
命の
成
功を
展
望
し
え
た
の
で
あ

り、
そ
う
し
た
展
望の
も
とで
苛
総の
中
悶
革
命
を
指
涼し
う
る
よ
うに
な

っ
た
の
で
あ
る。
ま
た
同
時に、
こ
う
し
た
自
覚
的オ
プ
ティ
ミズ
ム
が、

毛
沢
東
個
人の
強
烈に
し
て
執
念
的かつ
唯
我
独
均
的な
倒
性
と
相
関
的で

あ
るこ
とは
い
う
まで
も
な
く、
やが
て
中
華
人
民
共
和
悶の
れ以
前
指
消印
者

と
し
ての
晩
年に
は、
不
可
佼に
し
て
超
俗
的な
毛
沢
東
家
父
長
体制の
形

成へ
と
転じて
いっ
た
の
で
あ
る。」
（『中
国
l股
史・
社
会・
悶
際
関
係』
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遊びの意味とそのあり方
ーー

V
滋
び
の
時
代
の
予
知

文
明
変
革
の
地
災
計

V
滋
ぴ
と
仕
事（
l）

巡
ぴ
を・
守
し
ろ
め
た
い

も
の
に
し
た
日
本
の
古
代
的
股
民
性

V
遊
び
と
仕
事（
E
）

遊
び
と
仕
本
に
お
け
る

日
本
烈
と
凶
欧
烈

V
科
学
的
創
造
に
つ
い
て

変
身
者
と
し
て
の

自
我
と
対
応
省
と
遊
紋

V
青
少
年
時
代
の
思
い
出

遊
び．

そ
し
て
枕

惚
に
つ
い
て

V
滋
び
と
時
代

絵
び
に
お
け
る
変
身
m・
と
山

LniJ

 

V
日
本
的
遊
行
の
パ

タ
ー
ン
（
I
）

凶
行
烈
と

一

辺
倒

’v
日
本
的
遂
行
の
パ

タ
ー
ン
（
E）

対
話
者

V
滋
ぴ
と
生
命

A坂書房
〒IOI千代国区扱楽町卜5・3
鈴木第一ピルnoJ・293・7975

遊び下手の日本人に贈る 、

独
自
台
と

生
命
の
道
ぴ

l
ili
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中
華
人
民
共
和
図
成
立
以
後
の
道
斜
を

眺
め
る
と
き 、

こ

な
l

方
が一説
得
力
を
も
っ

て
〈

る。
中

国
の
援
制
は
あ
れ
川

口
い
七
川
町

一げ。
と
き
と
きわ

れわ
れの
罪と

泡
像
力の
世間
凶
をは

ずれ
るほ
どだ

丸山守政
切れれ計十ト凶
作
ヲM「百花
Z－百

話出

純一

括い
川
守れれr
立
体
船
出
山
川

凶のユ
l
トヒ
ア」
とい
う
中
肉
杭
ヤ

れ
は
じ
め
た。

e
の
の
京
本
的
邸入品
の
色
が
少
し

ず
つ
的

やが
て

文革は
文字
』J
バれ ：・
う
ι

日いじ
沈
おじ
山山山
町
民
出……一
M

’
は
河
北
大
地
民 、

そ
し

汁九
川

九
日
V

つ
い
に
毛
沢
東
の
信一は
お
お
わ

れ 、

一
O月
七
日 、

凶人
組いけ組制制
さ
れ
る。

迎
七
七年
七
月
郵
小
平
が
二

度
目
の
復活
を
来
た
し、

八
Fr

中
国
共
産
党
十
一
全大
会
で
「四
つ
の
m

dい
日
服
部い
明

日

句
点
で
「貧
困

み
つ
つ

パ
第
三
者
に
は
不
安
を
悠
じ

い

れ
一一吋

あ
る
程
度
の
安
定
を

け
れ
れ
る
吋

な
が
ら
休
中
に
無
数
の

裂
を

き
れは
品

川山
川
内
川

高史明『生きることの意味』／岡部伊都子

－A・V・－γ0・y
e－－．，．，y－YA

金
拠廿
明
が
六
歳 、
金
天
三
（
箸
者）
が一一一

段の
時 、
産ん
だ
ばか
りの
み
ど
りご
を
もこ

48e－vAY

 

の
位に
逃し
て
亡
くなっ
た
波
PM ．m
とは 、
ど

ん
なに
優し
く
深い
訓怖を
絡め
た
女
人だっ
た

ろ
うか 。

貧しい
石
山水
仲
仕と
し
て
働きぬい
た
父 、

今aayu’ov金者辰の
重い
記
憶を
克明に
心
身に
刻みつ

，．7a－y

 

けて
成人し
た
高
史明
氏は 、
「オン
マ
ア
の

基」
以
外
に
は
何一
つ
遺
品
の
無
い
母
を 、
ど

う
似
似し
ょ
う
も
なかっ
た
とい
わ
れ
る 。
だ

が 、
氏に
は 、
オ
モニ
魂が
ふ
くよ
か
に
息づ

く 。
大
容の
人だ。

一
九
七
五
年
に
な
っ
て 、
初
め
て
『
生
き
る・

こ
との
意
味』
を
説ん
だ
時 、
至る
とこ
ろで

「あ
あ
て
あ
あっ」
と
うめ
く
気
持
ち
だっ

た 。
何とい
い
気
な
も
の
か 、
わ
が
「
悲し

み」
は
何の
悲し
み
で
も
な
く 、
わ
が
「
不

孝」
は 、
何の
不
掌で
も
なかっ
た。
小さな

叫吋か
ら
「
死に
た
が
り」
だっ
た
少
女
時
代を

思っ
て 、
「
美の
窓
味」
よ
り
も・「
死
に
つ
い

て」
円
き
た
い
な
ど
と
官っ
て
い
た
甘
え
が 、

こ
の一
仰に 、
ふっ
と
ん
だ 。

「日
本に
め
ざめ
る一
つ
のい
と
ぐち」
と 、

的
見
俊輔
氏は
解
説し
て
お
ら
れ
る。
たしか

ちくま文仰の－nn 3 

i
l

ll

 

日

指九州
出

掛川市…
前日

に
よっ
て
逆に
kjhh
バ
ね紅花川っ

く
り

あ
げたシ
ス
テム

山
間

昨
日
社
抗
出

et自jt的ネットワ！？：；

山
山…
昨一一
鴇い一叩………

問
人
も
肱川
か
に
中
町
い川
い…
り
いU
引一…
川一
ワ

川一
だ

が 、

同
時
に
ス
ノ
1

2

に
圧
殺
され
たの
で
ま

工
、
！

f
az主
義泊
残酷に
現
実主
義

は
隠れ
てい
た
売
れ
れ
し見守

内
mに
もと
も
と
その
必
然
性

『中
国の
赤い
忠一
』
は希
望の
迫阪と
し

て
続ま
れ
るべ
きで

は
ない。

刊弘

山
と
過
去
の
両

日
か
ら

按
近
さ
れ
る
べ
き
本
で
あ
る。

、
う
よ1

・E

削 、

使
用

？

？
れ 、

再
び

川
用
前に
た
ち
も
ど
つ

れ

弘

主

枝
川

代

行
い
日

開

け

ば
市
川が

す
後
の
武
行
鈴
玖
に
よ
っ

て
も

わ

jL
ぅt

と
の
本の
倒
的も
やは
りか

去
るこ
と
は
ない。
『中国の
赤い
皐』
は
口

険と
知
的
探
究とい
う
レ

ル
タ
l

ジ
A

の
二
大
要
件
を
満
た
し
た

川
大
な
著作げ
で
あ
る。

店街
牌
わ
い

の
た
た
ず
む
広
州の

政
江の
ほ
と
り
を
μ

蒜の
自
白

市
場の
釦・本
主
義的

問騒を
自
殺し
たの
ち
で
も 、

やは
り

読ま
れつづ
ける
必
要の
ある 、
hz

九七問内十
社MMF
M切
れ間
刊は勺Mmm叫村山

｛せきかわ・なつおノンフ4タhy’y・ヲイタIV

に 、
わ
た
く
し
に
と
っ
て
も
「
日
本
国
の 、
そ

し
て
わ
た
くし
自・持の、
正
体に
め
ざめ
るい

と
ぐち」
で
あっ
た。

籾
鮮
民
政の
泣か
な
人
間
性 、
す
ぐれ
た
紫

賀 、
そし
て
限り
な
き
可
能性
が 、
〈臼
鰍
併

合〉
下 、
日
本
の
圧
政
に
よ
っ
て
意
悶
的
に
保

ら
さ
れ 、
旅
され 、
殺さ
れ
て
ゆ
く 。
その
当

時の
日
本
人
と
し
て
平
気で
見
過し
て
きた一

つ一
つ。
そ
れは 、
制
鮮
民
族の
やわ
らか
な

心の
血
涙に
み
た
さ
れ
てい
る
もの
だっ
た 。

日
本の
「
良
民」
教
育に 、
「朝
鮮の
誇り」

を
謙わ
れつ
つ
ある
少
年に 、
まっ
正
直に
朝

鮮を
生
きてい
るアポ
ジ
は
「日の
丸」
よ
り

「
モ
ッ
ト

キ
ν
イ
デ 、
モ
ヅ
ト
イ
イ
旗」
を
教

え
る 。
そし
てはっ
と
気づ
い
て 、

真突
きび

しい
沈
黙に
こ
も
る 。

い
じめ
の
級
友へ
と
び
か
か
っ
て 、
な
ぐ

る 。
その
さ
び
し
さを
著
者は
「
他人
を
傷つ

け
る
暴
力
は 、
自
分
を
そ
の
日掛
力
の
な
か
に
閉

じ
こ
め
る」
と
知
っ

た。

思い
余っ
た
父が
死の
う
と
するの
を 、
兄

弟で
し
が
みつ
き 、
ど
きっ
と
洛ちて
助か
る

法
怖の
底の
生
きてい
る
よ
ろこ
び 。
「
生
き

てい
る
とい
うこ
とは
なん
と
悲し
くこつ
け

－

－
e
t

 

i

l

 

l
a
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い
なこ
と
で
しょ
う」

著者は 、
日
本に
苦し
め
ら
れ
たに
もか
か

わ
ら
ず 、
敗
戦
後
「
困っ
てい
る
人
を
助
けて

こ
そ 、
ほ
ん
と
うの
解
放」
と
言
え
るみ
ご
と

な
朝鮮人
右
父とし 、
一H川
等
科へ
す
すん
で
勉

強し
たい
の
に
あ
きらめ
て
弟を
学ば
せ
た
兄

に
カづ
けら
れ
て
育っ
た 。
そ
の
少
年
の
日

を 、
よ
く
もこ
こ
まで
務
取に 、
鮒
き切
ら
れ

－
た
もの
と
思
う 。
こ
の
作
品に
学ん
だ
敬
意と

感
謝とは 、
今も
なお
あ
ら
た
で
ある。

け
れ
ど：：： 、
こ
の
前吋
い
真
実
が 、
多
感
な

少
年に
は 、
他
者へ
の
光
明
とは
来る
的
態だ

っ
たか
もし
れ
ぬ。

「
感動
的な
出
版
記
念
会で
し
た 。
お一
人
子

の
問
真
史君
も
来てい
らっ
し
ゃ
い
ま
し
た

が 、
す
て
きなお
子で
すよ」

そ
う
うか
がっ
て
菩ん
でい
たの
に 、
その

E 、
其
史沼の
白 ．死に
絶
句し
た。
「ぼ
く
は

う
ち
ゅ
う
人
だ」（『
ぼ
く
は
ロ
歳』）
の
約
ら
か

な
戸
が 、
切
な
く
尾
を
曳
く。
生
き
る
こ
と
の

意
味は 、
どこ
まで
も
置い。
以
後の
御
夫
妥

は
お
び
た
だ
しい
数の
少
年
少
女を
照
らし
て

こ
ら
れ
た 。
そこ
に
亡
き人の
志を
滋ね
て 。

ハおかベ・いっこ作家V
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